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研究成果概要 

CTA-Japan の Analysis and Simulations Working Group (ASWG) は、CTA の 

MC データ、及び望遠鏡実機データの解析に関わる幅広い研究課題に取り組んでおり、

2023 年度は例年通り、参加各自の興味に従って様々な課題群に取り組んだ。これらの

課題の研究発表内容については、下記論文・発表リスト及び CTA-Japan website など

から参照可能であり、個別の成果について詳細な記述はここでは割愛する。 

2023 年度は CTA-LST1 の性能評価論文[1], LST1-MAGIC ステレオ観測の性能評価

論文[2]が出版され､科学観測期に向けたプロジェクト進行における一つのマイルストー

ンの年度であったと言える。現在 LST-1 のガンマ線の検出感度は単眼観測であるがゆえ

MAGIC の感度より劣る状態ではあるが、複数の活動銀河核(Mrk421, Mrk501, 1ES 

1959+650, 1ES 0647+250, PG 1553+113) [4,12]やへび使い座新星(RS Ophiuchi)からの

ガンマ線検出[5]、大天頂角観測下での銀河中心領域のガンマ線放射の検出[9,16]などの

結果を国際会議で報告し、さらに論文化のための解析が進められている。 

また研究費の使用目的としては、例年開催されている若手大学院生へのデータ解析・

MC の講習を含む対面＋オンラインのハイブリッド会議を柏キャンパスにて 2023 年度

も開催し、外部からの参加者（共同利用研究者）の旅費として支給した。30 名ほどの参

加があり、若手向け講習だけではなく、観測プロポーザルに関するセッションではシニ

ア層も参加した議論の場として有効に機能した。 
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